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ニ ュ ー ヨ ー ク ・ウ イ ー ン
稲 田 尚 之
ニ ュ ー ヨ ー ク は 都 市 も 面 白 い が ,そ れ よ り も多 様 な 人 種 を 見 て い る だ け で 面
白 い 。 ア メ リ カ の 大 都 会 は 皆 同 じ事 が 言 え る が,特 に ニ ュ ー ヨ ー ク は そ の 感 が
深 い 。
,今回 の 旅 は,東 京 で か か わ っ て い る 大 規 模 な"InteriorScape"の研 究 の 為
に,都 市,建 築 等 と緑 の 関 係 を 見 て 歩 く こ と も 目的 の 一 つ で あ っ た 。
ニ ュ ー ヨ ー ク で は 最 近 ,公 開 空 地 利 用 の 「PocketPark」が 各 所 に つ く ら れ
て い る 。1966年,Lindsay市長 の も と に 編 成 さ れ た 「UrbandesignGronp」に
よ り,デ ザ イ ン コ ン ト ロ ー ル が 行 わ れ る よ う に な り,更 に1982年,Koch市 長
の 交 替 を 機 会 に 詳 細 な デ ザ イ ン に い た る ま で 制 度 の 改 善 が 行 わ れ て 今 日 に い
た っ て い る 。 「PalyPark」「GreenacrePark」等,PocketParkは,1987年現 在,
MIDTownで 約25ヶ 所,Manhattan全体 で 約50ヶ 所 と言 わ れ て い る 。 そ れ ぞ れ
に 緑 や 滝 を あ し ら っ て さ ま ざ ま な 工 夫 を こ ら し て い る 。 そ の 他 ,「Trump
tower」「CiticorpCenter」「IBMBuilding」等 のAtriumSpacesも室 内 公 共 広 場
と し て 利 用 さ れ る も の が 増 加 して い る 。 初 期 の フ ォ ー ド財 団 ビ ル の 緑 は 当 初 よ
り減 少 し て い る よ う に 感 じ ら れ 緑 に も生 気 が な か っ た 。 比 較 的IBMの 竹 林 が ,
の び や か に 利 用 さ れ て い る よ う に 見 え た 。 最 近 日本 で も さ か ん に 紹 介 さ れ は じ
め た 「BatteryParkCity」は,ま だ 建 設 中 で は あ っ た が ,Exteriorの環 境 が 未
完 成 の せ い か,意 外 に 感 動 は な か っ た 。 と り あ え ず 完 成 間 ぎ わ の"Cesar
Pelli"(東京 の ア メ リ カ 大 使 館 の 設 計 者)の 設 計 に な る"TheWorldFihancial
Center"をみ た 。 石 と ガ ラ ス に よ る コ ン テ ク ス トの 表 現 も単 調 で そ れ ほ ど効 果
的 と も思 え な か っ た 。 黒 い 柱 列 の 立 つ"GateHouse"も そ れ ほ ど す ぐ れ た デ ザ
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トラン プタ ワー lBMビ ル
ワ ール ドトレー ドセ ンター よ り
バ ッテ リーパー ク をみる
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イ ンで もな く,ま たこのセ ンターの一つのポ イン トで もあ る"WinterGarden"
の内部 もPalmTreeが寒 々 と感 じられた。
ニ ュー ヨークで は,ホ イ ットニー美術館で,真 紅や青色 の巨大 なゴム粘土 を
壁 にぶつ けた ような アブス トラク トに辟易 して,早 々にボス トン行のエ アシャ
トルに乗 り,夕 方,次 男の下宿 の近 くで夕食 をとった。MITと ハーバー トに、
はさまれたプエ トリガ ンの多いこの地域では上等 だ と言 う東京の周辺 にもよく
あ るような郊外 レス トラン風 の店であ った。メニ ューを見 て も,相 変 わ らず の
アメ リカ風で仕方 な く,ッ ナサ ラダとス ライスオニオ ンをたのむ と,出 て来 た
ものが,楕 円形 の大皿 にぶつ けて盛 り上げたようなツナサ ラダと,ス ライス と
言 うよ りも厚 さ1cmほどのカ ッテ ィングオニオ ンが のっていて,あ のホイ ッrト
ニ ーのアブス トラク トが グー ッとせ まって くるようで,や は り,さ すが アメ リ
卑だな一 と感心 は したが,す っか り食欲 を無 くして しまった。
ウイー ンは菩提樹の花の香が風 にただようすて きな季節 にあ ぐり会 えた。郊
外 の草原 の白い野バ ラの しげみの囲 りに可憐 な野の花が咲 きみだれていた。
今 回はウイーン文化 を取巻 く周辺 をた しかめたい と,特 に食事 も トル コ,バ
ルカ ン料理 なども食べ歩いた。やは りこれ らも日本 における中華料理の ように
多少 ウイーン風 になってい るのであろうかな どとも思 ってみた。
ウイーンの武器博 物館 に は,か ねがね関心 があ った。 デザ インと言 うのは不
思議 な もので,殺 人の道具 である武 器,つ ま り殺 人のFunctionを持て ば良い
だけのものが,一 番その国や民族 の性格 をデザイ ン的にあ らわす と言 うこ とで
あ る。刀 を比べれば良 くわかる し,又,最 近では戦 闘機 や軍艦 にもその国ち し
い雰囲気が不思議にみ られる。ウイーンの武器博物館で は,こ こまで攻 めて来
た トルコ軍の刀や鎧 の数々が陳列 してあ ったが,こ れ らを見ている と,ウ イー
ン文化の背後に,東 ヨーロ ッパか ら トルコ までの文化が強 く感 じられて くるよ
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うな気が した。
ウイー ンを去 る最後の 日,ヨ セ ブ ・ホ フマ ンゐ墓にめ ぐり会えたのは,幸 せ
であ った。
私の恩 師である上野伊三郎,リ チ先生の師で もあるホ フマ ンの墓 は,ウ イ ン
の中央墓 地に ひっそ りとあった0
石板状 の細長 いその墓 は,誰 がたてたかは不 明であ ったが,な んの飾 りもな
い芝生 の奥 に簡素 な姿でた っていた。
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